






























































































命題「 ならば 」を「 」と表すことや，
































 ⇔  または 












 ［出題例　2018センター試験 1 ［2］（2）］
　 （選択肢など一部割愛）
　実数 に関する次の条件 ， ， ， を考え
る。  ， 

























































で あ る も の は な い 」 こ と で あ る か ら，
 となる。
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 ［証明］互いに素な自然数 ， をとる。
　このとき， と を考えると， は素数で
あるから，（素因数分解の一意性の証明が問題
であるが） 















   ⇔　異なる2つの実数解
   ⇔　ただ1つの実数解




























































　数列 が，次の関係を満たすとき，第 項 
を を用いて表せ。  ，
　この問題の出題の意図は ， ， ，…と求
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　 ， となる数列 










 ［例］ ①　 ， ， ，・・・
　　  ②　 ， ， ，・・・
　　  ③　 ， ， ， ，・・・





















































不等式    の解を求めよ。
という問題は，数学Ⅲでは，
 ［解１］グラフを利用して，










　上の表から，［答］  ，  ，
　その他に，


















　  より  ・・・①
　①のもとで，  のときは，もとの不
等式を満たすから，  ・・・② は解になる。
　①のもとで，  すなわち，  の
とき，すなわち，  ・・・③のとき，
両辺を2乗して，  ，これより， 
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身につけさせ，論理の裏づけとなる計算力をつ
ける適当な教材である。
７　終わりに
　次の問題は，どの教科書にも必ず類題が掲載
されている。
　下図のように，ある町には，東西6本，南
北7本の碁盤目のように作られた道路がある。
　このとき，次の場合，最短距離で行く道順
は何通りあるか。
北 Q
西
R
東
P 南
　（1）PからQまで行く
　（2）PからRを通ってQまで行く
　この解は，同じものを含む順列か，組合せの
考え方を用いて，
　北に1区画進むことを↑，東に1区画進むこ
とを→で表すと，
　（1）では，PからQまで最短距離で行く道順
の総数は，5個の↑と6個の→を一列に並べ
る順列の総数に等しいから， （通
り）とするか，  を計算すれば良い。
　（2）では，PからRまで最短距離で行く道順
の総数は，3個の↑と2個の→を一列に並べ
る順列の総数に対して，RからQまで最短距
離で行く道順の総数は，2個の↑と4個の→
を一列に並べる順列の総数を考えれば良いか
　ら求める道順の総数は， （通
　り）とするか，  を計算すれば良いが，
　この問題に加え，確率の問題として，
　地点Pから地点Qまで行く最短距離で行く
道順のうち，地点Rを通る確率を求めよ。た
だし，各地点においてどの方向に進むかは同
様に確からしいとする。
　この解答が，前術した問題の
　「（1）の答÷（2）の答」ではないが，これは確
率を考える際に必ず断り書きがある「同様に確
からしい」という論述的な意味の重要性を考え
させる良い教材である。
 ［解答］ Pから出発して↑，→の方向に行く確
率は， であるから，PからRを経て，Qへ
最短距離で行く確率は  
となる。
　これまで述べたように，数学の指導におい
て，読解力，論証力，表現力を身につけさせる
ことは，日常の生活の各場面でも応用できるも
のであり，多種多様な発想力，創造力豊かな年
代の生徒の育成に不可欠なことである。
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